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　地域ネットワークとして，近畿北部地区（滋賀・

京都・奈良）国立大学の図書も本学のホストコン

ピュータを通じて学術情報センターに登録される

ことになっており，附属図書館の端末機では，現

在のところ，京都大学，滋賀大学，滋賀医科大学，

京都工芸繊維大学の四大学の目録が検索出来るよ

うになっている。

　これらの情報は，本学ではKUINS（京都大学

統合情報通信システム）計画の進捗・具体化によ

り，将来は図書館のみでなく，研究室の端末から

自由に検索出来るようになる。

　3．今後の課題

　もとよりデータベースとしては，より多くの大

学・部局が，1冊でも多くの図書を入力されるこ

とが望ましい。しかし，本学では目録入力用端末

機が十分行きわたっていないこともあり，入力件

数は年間の受け入れ冊数に比し少数である。

　8月31日現在の学術情報センターへの登録件数

は，以下のとおりである。

　今後は，コンピュータシステムのレベルァップ

等により，質的・量的転換の実現をはかって行く

予定である。

　さらに，新規に受け入れた図書の入力のみでな

く，将来，京都大学90余年に蓄積された図書の目

録が入力されるならば，地域的・全国的に活用さ

れ，はかり知れない効果を生み出すことであろう。

　現在，主として国立七大学と学術情報センター

及び国文研を中心に科研費による「大量文献唐報

遡及変換入力システムの高度化に関する研究」が

行われている。遡及入力の必要性が急務とされて

いる所以であり，この研究成果が期待されている。
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（注）三大学計：滋賀大学，滋賀医科大学，京都工芸繊

　　維大学の合計数

学術情報センターの電子メールサービス始まる

　すでにポスターやパンフレットで御覧になった

方も多いと思いますが，国立大学共同利用機関の

学術情報センターが，この4月から新しい事業の

ひとつとして，電子メールサービス　（NACSIS・

MAIL）を開始しました。

　電子メールとは，パソコンなどの端末機を使っ

て遠隔地の人々との通信を行なうもので，郵便・

電話・テレックス・ファクシミリなどと同じよう

に遠隔通信手段のひとつといえます。郵政省も昭

和56年から電子メールサービスを開始しており，

最近では，ホビー用のマイコンやパソコンを使っ

た通信のなかでBBS（Bulletin　Board　Servicel

掲示板機能のこと）などの電子メールが随分利用

されています。
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